いただいた 梁の 下に 長々 と 横たわつ ていた。 頭部 は 砲 

とが 

弾の ように 尖リ、 その 底 部に は、 缶詰 を 丸く 蜂の巣が 

ふんしゃす いしん そうち ごそう 

たに 並べた ような 噴射 推進 装置が 五 層に なって とりつ 

つばさ ほうこうだ 

けられ、 尾部 は 三枚の 翼 を もった 大きな 方向舵に よつ 

ぎん どう 

て 飾られて いた。 銀 胴の まん 中には、 いま ポッ カリと 

丸い 窓が 明いて いる。 いや 窓で はない。 人間が 楽に く 

ぐれる くらいの 出入口な の だ。 その 出入口 をと おして、 

明るい 室内が 見える。 電気 や 蒸気 を 送る ための パ ィプ 

が 何 本と なく 壁 を 匍い まわり 配電盤に は 百 個に ちかい 

計器が 並び、 開閉器 やら 青 赤の パイロット • ランプ や 

き ゆ 1 つくつ 

ら 真空管が 窮屈 そうに 取 付けら れ ていて、 見る から 



「ミドリ さんに 早く 知らせて やろうと 思う が、 何処 へ 

行つ たんだろ うな。 …… 」 

どうなか ど ま 

と、 蜂 谷 学士 は ロケットの 胴中 を 出て、 土間に 下り 

立った。 

「ミドリ さ— ん。 …… 」 

学士 は 大きな 声 を だして、 女理 学士の 名 を 呼んだ。 

だが どこに も 返事がなかった。 彼の 顔 は 俄かに 不安に 

くも 

曇った。 

「どこへ 行つ たんだろう。 オイ 進 君、 君 も 探して くれ 

…… ミドリ さ 1 ん。 …… 」 

「え ッ、 ミドリさん がいない のです か」 



むなもと まっか 

土が 白い シャツの 胸 許のと ころ を 真 赤に 染めて 倒れて 

いた。 調べて みると、 彼 は 心臓の 真上 を 一発の 弾丸で 

射ぬ かれて 死んで いた。 一体 こんなと ころで 誰に 撃ち 

殺された のだろう？ 

せっかく 

「 …… ああ、 おしまいだ。 折角の あたし 達の 探険 …… 」 

ミドリ は 悲しげに 叫ぶ と、 ガッ カリした のか、 大地 

くず 

の 上に へ タへタ と 身体 を 崩した。 それ は 見る も 気の毒 

あま つも もた ろ-つ 

な 気の 落としよ うだった。 ミドリの 兄 は 天津 百 太郎と 

いって、 失踪した ロケットの 操縦士だった。 彼女 はこ 

ん どの 探険 を 企てた の も、 恨み をのんで 死んだろう 

と 思われる 兄の 霊 を 喜ばそう ためだった。 それ だのに 



「ああ ミドリさん、 ちょっと …… 」 

と 艇長の 蜂 谷 学士が とどめた。 しかし ミドリ は その 

さえぎ 

言葉 を 遮って また 叫んだ。 

「ね、 猿 田さん。 行って 下さる でしよう ネ。 貴方が 操 

縦して 下さらな いと、 あたした ち は 十 年 目に 一度く る 

絶好の チャンス を 逃がして しま うんです もの。 ぜひ 

行って 下さい ナ。 …… 貴方 は 前から ， J の 宇宙 艇を 操縦 

したいと いつ てらした ゎネ」 

「ええ、 お嬢さん。 僕 は 決心し ましたよ。 僕が この 艇 

を 操縦して あげましょう」 

「まあ 待ちた まえ」 



一 同 は 力 を あわせて、 この 最後の 荷物 を搬 びこん だ。 

「さあ これで 万端と とのった。 …… 進 君、 もう 一度 宇 

宙艇 のなか を 探して くれた まえ。 万 一 密航者な どが 

コ ッソリ 隠れて いると 困る から ネ …… 」 

厳重な 艇内 捜索が 始まった。 樽の うしろや、 器械 

台の 下な ど を 入念に 調べた が 別に 怪しい 密航者 の 影 も 

見あたらなかった。 

「さあ、 密航者 はいません よ。 もう 大丈夫です」 

進 少年 は、 そう 叫んだ。 

「では 出発 だ。 扉 を 締めて …… 」 

重い T 一重 扉が ビタリと 閉じられ、 四 人の 乗組員 は、 



と 猿 田 飛行士のと ころから、 返事が あった。 

こぐまざ しゅっこう 

「進路 は 小熊座の 北極星、 出航 始め ッ」 

ついに 蜂 谷 艇長 は、 出発 命令 を 下した。 猿 田が 

かいへいき 

開閉器 をド ー ンと、 入れる と、 たちまち 起る はげしい 

爆音、 小屋 は 土砂に 吹き まくられて 倒壊した。 そのと 

ま つ さお 

き 機体が ス— ッと 浮き あが つた かと 思う と、 真青な 光 

の 尾 を 大地の 方に ながながと のこして、 宇宙 艇 はたち 

まち 月明の 天空 高くまい 上った。 



^宙 旅行 



かま 

「密航す るなん て 太い 奴 だ。 構う こと はない。 すぐに 

外へ 放り出して 下さい。 たった 一 つの 楽しみの 食物が 

減る なんて、 思った だけで も おれ は 不賛成 だ」 

といって、 頰を ふくらませた。 ミドリ は 引返す こと 

に 反対した。 艇長 は 1 に 云った。 気の毒ながら、 この 

向う 見ず の 記者に 下艇 して 貰うよ り 外 はない と。 する 

さ つき さけ 

と 先刻から ジッと 考え こんでいた 進 少年が 大声で 叫ん 

だ。 

「艇長さん、 それ は 可哀想 だな ァ。 …… じ やい いから、 

僕の 食物 を、 この 佐々 のお じさんと 半分ず つ 食べる と 

いう ことにす るから、 このまま にして あげてよ ね、 い 



あんこく だいだいいろ 

ふりかえ ると 遥かの 暗黒の 空に、 橙色に 美しく 輝い 

ている のであった。 

「さァ いよいよ 来た ぞ」 と 艇長 はさす がに 包み きれぬ 

きしょく きなん うみ 

喜色 をう かべて 云った。 「じ や 大胆に 『危難の 海』 の 南 

そび ぼうかんぐ 

に 聳える コンドル セに 着陸しょう。 皆、 防寒具に 酸素 

きゅうにゅう き 

吸入器 を 背負う こと を 忘れない ように。 …… では 着 

陸 用意！」 

「着陸 用意よ ろし」 

すきま 

猿 田 飛行士 は 叫んだ。 彼 はすつ かリ 隙間の ない ほど 

み 力た 力 わ-.? くろ なな 

身 固めし、 腰に は ピストルの 革袋 を、 肩から 斜めに、 

つるはし ざ つぶく ろ 

大きな 鶴嘴 を、 そして ズックの 雑 袋の 中には 三本の 



す、^.。 ま ッまッ まッ」 

一 行 は 先 を 急いだ。 あと 十分ば かりして、 彼等 はは 

るば る この 月世界 ま で 尋ね て 来た 最大 の 目的物 を 探し 

あてる ことができた。 

「あ ッ、 これが 白い 点に 見えた ところ だ。 ごらんな さ 

い。 附近の 砂地と は 違って、 大穴が 明いて いる。 ホラ 

見える でしよう。 幅の広い 階段が、 ずッと 地下まで 続 

いている」 

「あら、 随分たい へんだ わ。 …… ねえ、 蜂 谷さん。 あ 

の 階段 は 黄金で できて いるので すわ。 猿 田さん が 持つ 

ていった の は、 その 階段の 破片なん です わ。 ホラ そこ 



と 白い 煙が 上った と 思う と、 艇は 突然 ユラ ユラと 頭部 

を ふると 見る 間に、 サッと 空に 飛び 上って しまった。 

「呀 ッ、 大変 だ。 艇が 動きだした ぞ。 これ は 一大事… 

〜。 ま 待て ッ」 

r ァラ どうしましょう。 」 

ま ガス ふんしゃ 

といって いる 間に、 艇の姿 は 青白い 瓦斯 を 噴射し な 

がら、 グン グン空 高く のぼ つ て、 みるみる 遠ざか つ て 

いった。 

艇長と ミドリと 進の 三人 は、 あまりの 思いが けぬ 出 

来 ごとの ため、 死人の ような 顔色に なって 龃 けつけ た 

が、 もう 間に合わなかった。 ただ 艇の繫 いで あつたと 



ピストルで 撃った のです。 今 だから 云います が、 あの 

おそ きぬた むら 

人 は 恐ろしい 殺人犯で すよ。 私が 砧村 にある 艇 内に 

忍び こむ 前の ことで したが、 小屋の 前に 立って いた 人 

(羽 沢 飛行士の こと) を ピストルで 撃ち、 待たせて あつ 

た 自動車に のつ て 逃げる のをハ ッ キリ 見て 知っている 

のです。 全く 恐ろしい 人です」 

つきの せかい おうごん 

「ああ、 それで 分った わ。 猿 田 は 月世界の 黄金 目 あて 

に 是非 この 探険 隊に 加わりたくて、 羽 沢さん を 殺した 

んで すわ。 そして 何 喰わぬ 顔 をして、 参加 を 申し出た 

のよ。 それとも 知らず、 あたしが 参加 を 許したり して 

…… ああ どうしましょう。 もう 地球へ は 戻れ なくなつ 



真白な 大きな もの —— というので、 天津 は 蜂 谷た ち 

に 知らせる と、 急いで 階段 をの ぼった。 上って みると、 

さち ゆう 

なるほど 砂 中から 二 ュ ゥと 出て いる 銀色の 板 —— 。 

「おお、 これ は 宇宙 艇じ やない か」 

ついらく 

それで は、 猿 田の 操縦して いった 新 宇宙 艇が、 墜落 

してきた のであろう か。 一行 は 非常な 興味 を もって、 

さち ゆ-つ 

これ を 砂 中から 掘り だしてみ た。 

「ゥン これ は 違う。 新 宇宙 艇 ではない」 

と 蜂 谷 学士 は 首 を 左右に ふ つ た。 

よこ あ い 

「オヤ オヤ」 突然 横 合から 叫んだ の は 天津 飛行士 だつ 

おどろ 

た。 「これ は愕 いた。 奇蹟 中の 奇蹟！ 六角 隊長と 私 



て 置いて、 単身 飛び だしたん です。 私 は 犬 吠が 地球に 

かえった とば かり 思って いたのに、 これ は 実に 不思議 

だ。 どれ 内部 を 調べて みれば 何 か 分る だろう」 

蜂 谷に ミドリ、 それに 進 も 手 を かして 扉 を こじ 明け 

また 

ると、 内部 を 調べて みた。 すると 果せる かな、 その 中 

に は 慾 深い 犬 吠が、 黄金 塊 を^いて 餓死して いるの を 

発見した。 

ふ る 

ところで 喜んだ の は 一行だった。 思いがけなく、 旧 

力た 

い 型で は あるが 宇宙 艇が 手に入つ たので、 地球へ 帰る 

い ちる 

一縷の 望みが できて きた。 調べて みると、 何とい う 

幸いだろう。 燃料 はかなり 十分に 貯えられ ていた。 



にわ おもて くも 

この 公表に 対して は、 一同 は 俄かに 面 を 曇らせた。 

楽しい 帰還の 旅が、 にわかに 不安の 旅に 変って しまつ 

た。 

二 体 どうす り やい いんです。 艇長に 万事 一任し ます 

よ」 

なんでも 艇長の 命令 どおりに やる というの だ つ た。 

そ - J で 蜂 谷 は つ いに 苦しい 決心 をし なければ ならな 

かった。 

「皆さん。 この 上 は 誰か 一人、 この 艇 から 下りて 頂 

ちゅうせん 

かねば なりません。 それで 公平の ために 抽籤 をし ま 

くじ とうと ぎせい 

す。 赤い 印の ある 籤 を 引いた 方 は、 貴い 犠牲と なって、 



—— それ y J そ 意外 中の 意外、 というべ き 猿 田 飛行士が 

乗り逃げ をした 害の 新 宇宙 号 だ つ た。 

おどろ 

二人 は 夢 かとば かリ愕 いた。 なぜ こんなと ころに 

新 宇宙 号が プカプカ 浮んで いるの だろう。 迪 りついて 

よく 見れば、 噴射 瓦斯へ 通ず る 電線の 入った パイプが 

だんせん 

何物 かに 当った と 見え 断線して いた。 これで は 瓦斯が 

止って しまう の も 無理 はない。 それにしても、 空中で 

よほど 硬い 大きな 物体に 衝突し なければ ならない 害… 

進 少年 は ハタと 膝 をう つ た。 

「こう 考えれば いいの だ。 —— 最初 犬 吠が 乗り逃げし 



底本 ： 「海 野 十三 全集 第 8 巻 火星 兵団」 三 一 書房 

1989 (平成 元) 年に 月 ^ 日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 不詳 

入力 .. 

校正 ： 土屋隆 

2 00 5年：：月^日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



